
 
 

個別にカスタマイズされたレッスンと、 
発音を色で覚えるアプリ！ オンライン英語研修「CORE 
NEI ＋ BLUE CANOE」をやってみた【編集部体験記】 

 

岡田 果子（編集部）​[著] 2019/08/30 07:00 
 
[元の記事 ​https://edtechzine.jp/article/detail/2551​より抜粋] 
 
　昨今、多くのオンライン英会話サービスや発話認識アプリが登場し、手軽にスピーキングの
練習ができるようになってきました。とはいえ、その手軽さゆえになんとなく始めて、効果を
感じられずに辞めてしまった人も多いのではないでしょうか。今回、そんな英会話の"つまづき
ポイント"や、サービス側の工夫を探るため、EdTechZineの編集部員が企業向けのオンライン
英語研修を体験してみました。受講した「CORE NEI ＋ BLUE CANOE」のプログラムは、ビジ
ネス向けオンライン英会話サービス「NEI」と発音矯正アプリ「BLUE CANOE」を組み合わせ
たもので、アメリカのスタートアップ2社が協業して提供しています。従来のオンライン英会話
やマンツーマンレッスンとは何が違うのでしょうか。実際に60日間8レッスンのコースを体験
してみて分かったポイントをまとめました。 

受講内容はAIがカスタマイズ、「NEI」のオンラインレッスン 

 
 

　ビジネス向けのオンライン英会話「​NEI​」を提供するシアトル発のベンチャーNative English 
Instituteは、発音矯正アプリを提供する​Blue Canoe​と提携して、​日本では2019年6月から企業
向けの英語研修プログラム「CORE NEI ＋ BLUE CANOE」を提供​しています。 

https://edtechzine.jp/author/30
https://edtechzine.jp/article/detail/2551
https://ne.institute/?lang=Japanese
https://bluecanoelearning.com/


 
 

まず、「NEI」とはどんなオンライン英会話サービスなのでしょうか。 

「NEI」のレッスン内容は？ 

「NEI」には3つのコースがあり、こちらは個人でも受講できます。 

● 　CORE NEI 基本コース $75（月額） 
● 　INTENSIVE NEI （集中コース） $120（月額） 
● 　ULTRA NEI (超集中コース) $170（月額） 

　その中のCORE NEI 基本コースが、「CORE NEI ＋ BLUE CANOE」のプログラムの中に組み
込まれているコースです。ちなみに12カ月のCore NEIと12カ月のBlue Canoeアプリライセン
スを合わせると、$799です。今回体験した「CORE NEI ＋ BLUE CANOE」プログラムは、月額 
7000 円（税抜）からですが、レッスン回数や受講人数（法人の場合）によるので、企業で導入
を検討している方は確認が必要です。 

　CORE NEI 基本コースは、以下の計1時間30分の学習を週1回のペースで行うものです。 

（1）​1:1（ワンオンワン）​：講師との1対1のオンラインレッスン（30分間） 

（2）​Replay Challenge​：録画されたレッスン動画を振り返り、最後に講師からの質問に動画
で答える（30分間） 

（3）​Extra English​：Web上で出され、提出する宿題（30分間） 

　特徴的なのが、​カリキュラムを受講者自身が選ばなくて良い​点です。講師によるカウンセリ
ングを経て、AIが1000以上の教材の中から適切に組み合わせて個別のカリキュラムを設計しま
す。 

　講師はTESL（英語教授法）資格を持った北米のネイティブスピーカーです。 

 

   



 
 

色で発音を覚える？ 発音矯正アプリ「BLUE CANOE」 

「NEI」と並行して取り組んだ「BLUE CANOE」は、音声認識システムを使った発音矯正アプ
リ。 

 
Blue Canoeの画面 

 
 

　英語特有の発音を身に付けられるよう、​色と音を組み合わせた学習法「Color Vowel」​を用
いています。例えば"é"の音はredやpepperに入っています。この音を「"RED PEPPER"の音」
として、赤い唐辛子のアイコンと一緒に覚えることで、他の"é"も適切に発音できるようになっ
ていく仕組みです。 

　アプリには、この仕組みを軸に、さまざまな演習が用意されています。実際にマイクに向
かって単語や文章の発話を練習することもできます。音声認識で発音の誤りを指摘してくれる
ので、発音が矯正されていくのです。 

　「発音矯正」といっても、内容はColor Vowelを使ったゲームやクイズがほとんど。例えば、
次々と単語が落ちてくるゲーム「Sort It Out」では、その単語の正しい発音の色の方にフリッ
クして振り分けてステージをクリアしていきます。また「Color It Out」というカードゲーム風
の演習では、カードに書かれた単語を適切に発音することでゲームを進めます。詳細は3ページ
目で解説します。 

 



 
 

 

まずは初回カウンセリング 

　ここからは、実際に体験してみたレポートです。なお、NEIとBLUE CANOEのサービス内容
や機能は2019年8月現在のものです。体験記のため、個人の感想を含んでいる点、ご了承くだ
さい。 
 
　「CORE NEI ＋ BLUE CANOE」のプログラムに限らず、NEIのコースでは、初回レッスンの
前にカウンセリングを行い、それに基づいてカリキュラムが作成されます。 

　作成したアカウントでログインしたら、まずはカウンセリング（Warmup）の日時を予約し
ます。マイページの左カラムにある［スケジュール］から好きな日にちと時間を選んで予約で
きます。 

 
 
　セッションの時間は1:1と同様に30分程度です。カウンセリングやオンラインレッスンは、
Skypeなどを別途立ち上げる必要はなく、NEI独自のシステムで接続します。 

　予約時間までに、オンライン接続しておきます。ここが少しややこしかったのですが、左カ
ラムの［Join Room］をクリックすると、https://nei.blackboard.comの別ウィンドウが開きま
す。 



 

 
 

　右上のMy Class内の［（ユーザー名）'s Native English］のリンクをクリックすると、新たに
［Join Room］ボタンが現れるので、これをクリックしてオンライン通話の画面を開きます。
はじめは音声やビデオがオフになっているので、中央下のアイコンをクリックしてオンにして
おくことを忘れないようにしましょう。 

　いよいよカウンセリングです。私の場合は、お互いの簡単な自己紹介のあと、仕事や住んで
いる場所、家族や友人について質問されました。これまでやってきた英語の学習や、英語学習
で達成したいこと、英語が話せるようになったら自分にどんな影響があるか、といった質問も
あり、言葉にして答えることでモチベーションにもつながった感覚がありました。 

　オンライン英会話の最初のレッスンやレベルチェックでは、会話文をリスニングして質問に
答えるような試験や、特定のテーマが出されて意見を述べる課題がよくありますが、​こちらは
そういったテスト的なものは一切なく、あくまで「カウンセリング」​。受講者の身の回りのこ
とや、すでに答えを持っているもの（「あなたの一番の親友はどんな人ですか？」「今の仕事
のどんなところにやりがいを感じますか？」など）について英語で話して、​パーソナリティや
現状を知ってもらう時間​という印象でした。 

　翌日には、マイページに「Speaking Assessment and Individual Plan」がアップされていま
した。私の英会話レベルが分かる評価表と、ヒアリングされた仕事や趣味にまつわる情報、興
味などが項目ごとに記載されています。 



 

 
 

　表では、​「発音」「文法」「語彙」「会話の流暢さ」の4点についてそれぞれ10段階で評価
しています。黄色く示されているのがそれぞれの評価で、英会話でどんなことができるレベル
なのか書かれています。トータルのスコアが表の左下に表示されます。私の場合、21点でし
た。 

　その下にも4つの項目に分けてカウンセリングの結果を表示してくれています。　　　　　「
Pronunciation」では発音のくせを、「Grammar」では間違いやすい文法を示しています。「
Goals」では今回の受講を経て達成したい英会話のスキルが、「Interests」では居住地や職業
の他に、趣味の旅行でどこに行ったことがある、などのパーソナルな情報が記載されます。 

★カウンセリングのポイント★ 

● 初回のレッスンの前に、テストや面接はなく、パーソナリティを知ってもらうカウンセ
リングを行う 

● カリキュラムを自分で選択するのではなく、カウンセリングによって自動的にカスタマ
イズされる 

● 英会話力の評価表や達成したい目標が「Speaking Assessment and Individual Plan」と
して共有される 

 

Blue Canoeで発音を色で覚え、レッスン中の指摘も分かりやすく 

　以上のNEIのレッスンと並行して、BLUE CANOEでの発音の練習も行いました。1日最低10分
好きな時間に、BLUE CANOEのアプリでできるゲームや発音練習などに取り組みます。 



 
　 

　アプリ内にも複数のゲームやテーマごとの発音練習、クイズなど、豊富なアクティビティが
あるので、どれに取り組むべきなのか迷いました。NEIの1:1レッスンの際に、講師に相談して
みるのもありかもしれません。 

　とはいえ最初は、英語特有の発音と、色とイメージを結びつけるための「Color Vowel」の表
をチェックすると良いと思います。 

 

 
 

上図左のように、［Color Vowel Chart］をタップすると、上図右の一覧表が現れます。各アイ
コンをタップすると、それぞれの発音が流れます。例えば左上の緑色のカップなら、「gríːn 
tíː íː」と「íː」の​発音を色とイメージに結び付けて教えてくれます​。 

　これに慣れてくると、NEIのレッスンの中でも、「この単語はどのColor Vowelだと思う？」
「この単語はこの色ではなくこっちの色」など、Color Vowelの仕組みを使った演習が増えてい
きました。​発音の間違いを指摘されたときに、直し方が具体的に分かる​ので、改善の実感があ
りました。 

　主なゲームは2種類あり、前述の［Sort It Out］と［Color It Out］です。［Sort It Out］は
落ちてくる単語を、2つの発音のどちらなのか振り分けていくゲームです。 



 

 
 

　上図右のように降ってくる単語を、「Red Pepper」の発音なのか「Black Cat」の発音なの
か見極めて振り分けます。間違えると雷が落ちてきます。終了後は、改めて​間違った単語を振
り返ることができます​。一定数以上正解すると、次のステージに進むことができ、徐々に難易
度が上がる仕組みです。 

　一方［Color It Out］は、UNOのようなカードゲームに発音練習を組み込んだものです。 

 
 

　こちらのゲームでは、上図左のように場に出されたColor Vowelにあう色の手札を出し、右の
ように書かれている単語をマイクに向かって発音します。​音声認識で正しく発音できたと判定
されないと、次に進めない​仕組みです。間違った発音をした場合、「『Black Cat』と聞こえま
したが正しくは『Silver Pin』の発音です」といった形で音声と文字で指摘してくれます。 



 
　 

　［Color It Out］は静かな環境でないとできませんが、［Sort It Out］は電車内など比較的ど
こでも取り組むことができるので活用しやすいでしょう。どちらも、1日の10分プレイ時間の
目標を達成すると「You met your daily play goal!」と表示してくれます。半分まで達成した時
点でも以下のように表示が出ます。 

 
 

 

　ただしサービスの担当者によると、連続してプレイしないと表示が出ないなど、課題もある
ため、目標時間数に対してどれくらいやったかをどのように見せるかは、試行錯誤を重ねてい
る最中とのことでした。 

　［Sentences］のコーナーでは「Business」「Technology」「Finace」など、さまざまな業
界・職種ごとに例文の発音練習ができます。発音のポイントにはColor Vowelが表示され、音声
認識で何％正しく発音できているか判定されます。​間違った発音に対しては、下図のように、
どのように間違っているのか指摘​してくれます。 



 

 
 

　その他にもたくさんの機能がありましたが、私もまだすべてを完了することはできていませ
ん。［Quiz］では、発音に関するさまざまな問題が出されて、仲間外れの発音を見極めたり、
間違った単語と発音の色の組み合わせを選んだりします。［Color Vowel Dictionary］では、自
分の気になる単語を検索し、その単語の発音のColor Vowelを確かめることができます。 

   



 
 

　また、自分の​発音の習熟度合いは、「Color Vowel Proficiency」でグラフ化​されていま
す。各発音ごとに、以下のように表示されます。 

 

★BLUE CANOEのポイント★ 

● 色とアイコンで発音を覚えるので、レッスンの時も発音の指導が分かりやすい 
● ゲーム感覚で毎日の演習が苦にならない 
● 多機能のため、どれに取り組むか迷う。効果的な使いこなし方を講師と相談するとよさ

そう 
● 自分の苦手な発音がグラフで見える化される 

   



 
 

まとめ 

今回は60日間全8回のプランを体験しました。24回のレッスンを受講完了すると、最初からど
れくらい英語力を伸ばすことができたか分かる「Progress Assessments」が出されます。 

 
Progress Assessment」のイメージ 

 

企業で導入した場合、マネージャーや研修担当者などが受講している社員の学習状況を把握で
きます。管理者として以下のような管理画面を確認できるそうです。 

 
管理画面のイメージ 

 

 



 
 

 

「CORE NEI + BLUE CANOE」のプログラムで感じた特徴やつまづきポイント、サービスの工
夫は、以下の通りです。 

★「CORE NEI + BLUE CANOE」ポイント★ 

（1）カリキュラム 
　カリキュラムが、受講者のパーソナリティに合わせて組まれるため、コーチング系の英語学
習プログラムにも近いフィット感を味わえます。大学の授業を自分で組むのが苦手だった方な
どには、向いていると思います。 

　すべてのカリキュラムを把握して準備したい方は、少しとまどうかもしれません。ただ、目
標が見える化されているのと、コースによっては成長度合いが分かる「Progress Assessments
」が出されるので、全容をつかめずに「なんとなく」レッスンをこなすことは避けられそうで
す。 

（2）宿題（復習） 
　Replay ChallengeとExtra Englishの2種類の宿題は、一見重いように思えますが、予習がない
のでそれほど負担には感じませんでした。 

　任意ではなく締切があり、必ず提出しなければならない点も、向き不向きが分かれるポイン
トかもしれません。自分でレッスンを振り返って分析するのが苦手で、決められた期限までに
課せられた問題に取り組む方が得意な方に向いている印象です。 

（3）BLUE CANOEでの発音改善 
　アプリ自体での発音練習が、楽しく、豊富な機能でできる点はもちろんのこと、「Color 
Vowel」の仕組みを用いることで、NEIのオンラインレッスンの際にも指導が分かりやすく感じ
ました。 

　機能が多く自分の苦手なポイントを克服するにはどの演習に取り組めばいいのか迷いました
が、素直に1:1レッスンの際に相談してみるとよいようです。また、自分の現状把握の仕組みが
あるとよりモチベーションにつながると思いましたが、1日の目標をどれくらい達成できている
のかの表示方法など、改善中とのことなので、期待しましょう。 

 
以上のポイントからも分かる通り、個別にカスタマイズされたカリキュラムと、2種類のバラン
スの取れた宿題、Color Vowelを使った発音演習が「CORE NEI + BLUE CANOE」の特徴です。
オンラインレッスンを選ぶ際には、ご自身の学習のくせに合わせて、ふさわしいものを見つけ
てみてください。 

　以上、編集部員による「CORE NEI + BLUE CANOE」体験レポートでした。 


